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この度は福岡県立武蔵台高等学校のホームページをご覧いただき誠にありがとうござい

ます。第 2４代校長として令和８年 4月に着任いたしました平川正洋と申します。 

本校は、東に宝満山を仰ぎ、背後に四季を彩る天拝山を戴く古代歴史と文化の香り高い武

蔵の地に、昭和 55年 4月に開校し今年で創立 47年目を迎えます。私は、本校着任と同時

に校歌の最初の一節である「匂う桜の気高さを象徴と胸に掲げつつ」の崇高な歌詞と校章

のいわれでもある桜の並ぶ正門までの坂道の景観の素晴らしさに感動を覚えました。 

本校は第 1学年・第２学年 10クラス、第 3学年 11クラス、約 1200名の全校生徒を

擁する全日制・普通科の高等学校です。生徒たちは、校訓「好学・自主・敬愛」校是「継続

は力なり」を拠り所にし、普通科改革に挑み続ける特色ある教育活動を展開する本校で、主

体的にかつ真摯に高校生活を送っております。 

本校のスクールミッションは「真摯に粘り強く努力し、地域社会で活躍するグローカル人

材を育成する学校」です。今年度も引き続き、学習プラットホーム「Classi」の利活用や個

に応じた指導を通して、目標設定・計画・実行・振り返りを主体的に行い、自ら学び続ける

「自走する学習者」つまり、校訓の一つ目である「好学」の実現を目指していきます。また、

ユネスコスクールに加盟し、「地域歴史文化理解」および「国際理解教育」に関する学習に

重点を置き、一人一人の可能性を伸ばし、グローバルな視点を持ち、地域社会に貢献する人

材を育成することを目指しています。  

創立以来の伝統行事である「天拝山登山」は、今年度は 421回目からスタートします。

最近ではこれを地域文化遺産や自然への愛着を深める教育という視点で捉え直し、国際理

解教育や地域歴史文化教育の推進へとつなげています。また「総合的な探究の時間」では、

地域と持続可能な社会づくりをテーマとした課題研究（地域課題探究・ムサシ探究等）に取

り組んでおり、地域社会の中核を担う人材の育成に力をいれています。他に、「カンボジア

オンラインスタディツアー」「天拝小学校サマースクール」等の学校間交流、「服のチカラ

プロジェクト」「寺小屋リーフレット制作プロジェクト」等のユネスコ委員活動、海外研修

への積極的な参加や、地域「蛍の会」の皆さんと連携した環境保全活動等、他校にはない教

育活動が沢山あり、「29の部活動」や「生徒実行委員会で創り上げる学校行事」と併せ、

一人一人が輝ける・主役になれる環境が整っている素晴らしい学校です。 

私は、武蔵台生に「やり抜く力（グリット）」を身につけて欲しいと思います。これは、

テストの点数や学歴では測りきれないが、人生の成功や社会的な達成に大きな影響を与え

る「非認知的能力」の一つです。 

私は本校の今年のスローガンを「やり抜く力（グリット）で、未来を創る」に決定しまし

た。困難や失敗に直面しても諦めず、達成するまで粘り強く努力し続ける力をつけて欲し

い。目標に対して、長く一貫した興味や関心を持ち続ける情熱と、障害に直面してもくじけ

ず、諦めずにしなやかに努力を続ける粘り強さを持ってほしい。そのような「やるときめた

こと」をやり抜いた経験を武蔵台生には積んでもらいたい。それが、受験に向かう力や、将

来を逞しく歩いて行く力に繫がると確信しています。これからもどうぞ、本校教育活動へ

のご理解、ご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。 


